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●今月の主な内容
大塚市長就任あいさつ � �2
秋の叙勲・褒章、大臣表彰 � �3
平成26年度予算上半期の執行状況 � �4 ～ 5
克雪　みんなのマナーと協力が必要です � �6 ～ 7
おぢや　この1年のできごと � �8 ～ 9
お知らせ・健診日程 � �14 ～ 18

　

ぶっちぎりの優勝
小千谷中学校男子駅伝チーム
　小千谷中学校男子駅伝チームが県大会で2
年連続の優勝を果たし、全国大会へ出場しま
す。（詳細は12ページ）
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大
塚
市
長
　
就
任
あ
い
さ
つ

プロフィール
■生年月日／昭和26年3月30日
■現住所／小千谷市若葉2丁目
■最終学歴／新潟県立小千谷高等学校　普通科
■主な略歴／
　昭和44年��7月　小千谷市奉職�
　平成15年��4月　小千谷市商工観光課長�
　平成18年12月　小千谷市副市長（1期目）�
　平成22年12月　小千谷市副市長（2期目）�
　平成26年��9月　小千谷市副市長退任�
　平成26年11月　小千谷市長就任�
■好きな言葉／
　言葉の前に心あり　言葉のあとに行いあり
■趣味・特技／
　バレーボール、ウォーキング、読書

　

去
る
11
月
9
日
に
告
示
さ
れ
た
小
千
谷
市

長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
当
選
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
11
月
29
日
に
第
18

代
目
の
小
千
谷
市
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

市
長
に
就
任
す
る
に
あ
た
り
、
多
く
の
市
民

の
皆
様
か
ら
温
か
い
激
励
を
い
た
だ
き
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

課
せ
ら
れ
た
使
命
の
大
き
さ
と
責
任
の
重

さ
を
痛
感
し
、
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
と
共

に
、
心
か
ら
愛
す
る
小
千
谷
市
の
た
め
に
全

身
全
霊
を
傾
け
て
職
務
に
励
む
覚
悟
で
あ
り

ま
す
。

　

今
年
は
、
中
越
大
震
災
か
ら
10
年
と
い
う

節
目
の
年
を
迎
え
て
い
ま
す
が
、
先
の
復
興

検
証
に
お
き
ま
し
て
も
復
興
し
た
と
感
じ
る

人
の
割
合
が
相
当
高
い
数
字
を
示
し
て
お
り

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
小
千
谷
市
に
お
け

る
復
旧
・
復
興
が
ほ
ぼ
成
し
遂
げ
ら
れ
た
と

言
え
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
こ
の
間
、
市
民

の
皆
様
は
も
と
よ
り
、
市
に
と
っ
て
も
幾
多

の
困
難
が
あ
り
ま
し
た
が
、
お
互
い
が
力
を

合
わ
せ
て
懸
命
に
乗
り
越
え
て
き
た
こ
と
に

市
民
の
皆
様
、
そ
し
て
、
谷
井
前
市
長
を
は

じ
め
と
す
る
諸
先
輩
方
に
敬
意
と
感
謝
を
申

し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
小
千
谷
市
に
は
市
民
が
知
恵
を
出

し
合
い
つ
く
り
上
げ
た
市
民
憲
章
で
あ
る

『
市
民
の
願
い
』
が
制
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

『
市
民
の
願
い
』
が
か
な
う
こ
と
を
目
標
と

し
て
、
誠
心
誠
意
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
基
本
的
な
考

え
方
は
、「
持
続
す
る
ま
ち
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
力
を
結
集
し
、
よ
り

元
気
な
ま
ち
を
目
指
す
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
次
の
5
項
目
を
ま
ち
づ
く
り

の
道
標
と
し
て
、
様
々
な
施
策
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

①
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

②
育
み
と
学
び
を
大
切
に
す
る
ま
ち

③
に
ぎ
わ
い
と
活
気
に
満
ち
た
ま
ち

④
信
頼
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
る
ま
ち

⑤
た
ゆ
ま
ぬ
改
革
を
進
め
る
ま
ち

　

と
り
わ
け
、
皆
様
に
訴
え
て
ま
い
り
ま
し

た
『
人
口
減
少
問
題
対
策
』『
地
域
の
元
気

づ
く
り
』『
産
業
の
振
興
に
よ
る
雇
用
の
安

定
』
に
つ
い
て
は
、
よ
り
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
精
一
杯
汗
を
か
き
、
行
政

だ
け
で
な
く
、
市
民
や
企
業
の
皆
様
と
知
恵

を
出
し
合
い
行
動
す
る
こ
と
で
、
市
民
の
皆

様
が
望
む
小
千
谷
市
を
つ
く
っ
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
公
平
で
公
正
な
行

政
運
営
を
基
本
と
し
つ
つ
、
物
事
に
は
誠
実

で
真
摯
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
、
そ
し
て
、
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

市
長
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

△初登庁で花束を受け取る大塚市長（12月1日） △記者会見で抱負を語る大塚市長（12月1日）

愛
す
る
小
千
谷
市
の
た
め
に
　
　
　

よ
り
元
気
な
ま
ち
を
目
指
し
て

大
塚
　
昇
一
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秋
の
叙
勲

秋
の
褒
章

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

法
務
大
臣
感
謝
状

　

金
子
正
男
さ
ん
は
、
昭
和
52
年
1

月
か
ら
平
成
23
年
3
月
ま
で
の
34
年

間
に
わ
た
り
、
消
防
団
活
動
に
貢
献

さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
瑞
宝
単

光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
越
大
震
災
発
災
時
に
は
、
消
防

団
副
団
長
で
あ
り
、
指
揮
本
部
長
補

佐
と
し
て
活
動
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
平
成
19
年
4
月
か
ら
は
団
長
と

な
り
、
震
災
か
ら
の
復
興
に
努
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

金
子
さ
ん
は
消
防
団
活
動
を
振
り

返
り
、「
消
防
団
は『
人
生
の
訓
練
場
』

で
、
34
年
間
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教

え
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
市
内
全

域
の
方
々
と
対
等
の
立
場
で
話
す
こ

と
が
で
き
、
お
金
に
は
変
え
ら
れ
な

い
経
験
が
で
き
た
」
と
話
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章
　
　
　
　
　

　
金
子
　
正
男
さ
ん
　
　

　
　
　
　 

　
　
　（
五
辺
）

瑞
宝
単
光
章
　
　
　
　
　

　
川
井
　
明
さ
ん
　
　
　

　 

　
　
　
　
　
　（
迯
入
）

紅
綬
褒
章
　
　
　
　
　
　

　
山
口
　
静
子
さ
ん
　
　

　 

　
　
　（
一
之
町
三
区
）

　
本
田
　
剛
さ
ん
　
　
　

　 

　
　
　
　   

（
平
沢
1
）

　
大
塚
　
モ
ト
さ
ん
　
　

　 

　
　
　
　
　（
土
川
2
）

　

川
井
明
さ
ん
は
、
昭
和
55
年
12
月

か
ら
平
成
22
年
11
月
ま
で
の
30
年
間

に
わ
た
っ
て
民
生
委
員
児
童
委
員
を

務
め
ら
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
瑞

宝
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
平
成
10
年
12
月
か
ら
平

成
16
年
11
月
ま
で
の
6
年
間
に
わ
た

り
小
千
谷
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
の
副
会
長
を
、
平
成
16
年
12
月

か
ら
平
成
19
年
11
月
ま
で
の
3
年
間

は
同
協
議
会
の
会
長
を
務
め
ら
れ
、

社
会
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。
平
成
23
年
1
月
に
は
厚
生
労
働

大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
章
に
あ
た
り
、「
地
域

の
方
々
や
先
輩
の
み
な
さ
ん
に
支
え

て
も
ら
っ
た
お
か
げ
で
30
年
間
続
け

る
こ
と
が
で
き
た
」
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
し
た
。

　

大
塚
モ
ト
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た

り
更
生
保
護
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
功

績
が
認
め
ら
れ
、
法
務
大
臣
か
ら
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
塚
さ
ん
は
、
小
千
谷
魚
沼
地
区

更
生
保
護
女
性
会
の
会
員
と
し
て
40

年
程
前
か
ら
活
動
し
て
お
り
、
現
在

は
同
会
役
員
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

活
動
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
行
わ

れ
、
少
年
院
や
市
内
の
幼
稚
園
・
保

育
園
の
訪
問
の
ほ
か
、
バ
ザ
ー
を
開

催
し
、
得
た
収
益
を
更
生
保
護
事
業

に
寄
附
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
塚
さ
ん
は
、「
地
道
に
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。
更
生
保
護
活
動
は
、

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ

の
機
会
に
お
お
ぜ
い
の
人
に
知
っ
て

も
ら
い
た
い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

ま
し
た
。

　

山
口
静
子
さ
ん
は
、
人
命
救
助
に

尽
力
さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
紅

綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
口
さ
ん
は
、
平
成
26
年
2
月
、

列
車
通
過
の
た
め
警
報
器
が
鳴
り
遮

断
機
が
下
り
て
い
る
状
況
の
中
、
踏

切
内
で
動
け
な
く
な
っ
て
い
た
70
代

男
性
を
救
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
5
月
に
は
、
警
察
庁
長

官
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
の
様
子
に
つ
い
て
、「
ま
さ

か
自
分
が
そ
う
い
う
場
面
に
遭
遇
す

る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、『
危

な
い
！
』
と
思
っ
た
瞬
間
に
、
頭
で

考
え
る
よ
り
先
に
体
が
動
い
て
い

た
」
と
語
ら
れ
、「
男
性
の
方
が
大

事
に
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
な
に
よ

り
で
す
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し

た
。

　

本
田
剛
さ
ん
は
、
認
定
職
業
訓
練

の
振
興
・
育
成
に
貢
献
さ
れ
た
功
績

が
認
め
ら
れ
、
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
田
さ
ん
は
、
平
成
13
年
4
月
に

小
千
谷
市
職
業
訓
練
協
会
の
会
長
、

同
市
職
業
訓
練
校
の
校
長
に
就
任
さ

れ
、
指
導
員
を
統
率
し
訓
練
の
充
実

に
努
め
る
と
と
も
に
、
訓
練
生
の
確

保
、
訓
練
協
会
運
営
の
安
定
化
に
尽

力
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
24
年
11
月

に
は
新
潟
県
知
事
表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
に
あ
た
り
、「
一
人

で
も
ら
っ
た
賞
で
は
な
く
、
関
係
者

の
み
な
さ
ん
の
協
力
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
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歳    出    
一般会計歳入予算執行状況グラフ

歳    入    

一般会計歳入予算執行状況（繰越事業分を含む）

区分 予算額 収入済額 執行率

市税 50億8,302万円 29億7,082万円 58.4%

地方交付税 42億8,248万円 27億�������2万円 63.0%

市債 23億8,010万円 0円 0.0%

国庫支出金 16億7,589万円 6億���622万円 36.2%

繰入金 14億9,673万円 0円 0.0%

県支出金 10億2,758万円 1億1,302万円 11.0%

諸収入 9億8,668万円 4,910万円� 5.0%

繰越金 4億7,991万円 4億7,991万円 100.0%

地方消費税
交付金 4億2,580万円 2億5,293万円 59.4%

分担金及び
負担金 3億6,041万円 1億5,200万円 42.2%

使用料及び
手数料 2億4,907万円 1億2,595万円 50.6%

その他 3億3,284万円 1億4,074万円 42.3%

歳入合計 187億8,051万円 75億9,071万円 40.4%

一般会計歳出予算執行状況（繰越事業分を含む）

区分 予算額 支出済額 執行率

民生費 49億4,042万円 21億2,222万円 43.0%

総務費 35億9,097万円 9億1,276万円 25.4%

土木費 25億8,235万円 8億1,071万円 31.4%

教育費 19億���735万円 8億4,302万円 44.2%

公債費 16億9,064万円 8億���719万円 47.7%

衛生費 13億6,248万円 4億4,021万円 32.3%

商工費 10億4,210万円 6億8,990万円 66.2%

消防費 7億3,379万円 3億2,038万円 43.7%

農林水産業費 6億1,338万円 2億3,734万円 38.7%

議会費 1億4,665万円 7,947万円� 54.2%

災害復旧費 7,899万円� 631万円� 8.0%

労働費 6,975万円� 3,031万円� 43.5%

その他 2,164万円� 0円� 0.0%

歳出合計 187億8,051万円 72億9,982万円 38.9%

一般会計歳出予算執行状況グラフ

01020304050
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地方交付税

市税
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使用料及び手数料

分担金及び負担金

地方消費税交付金

繰越金

諸収入

県支出金

繰入金

国庫支出金

市債

地方交付税

市税

億円億円

上半期の
　　執行状況

平成26年度予算
　市の平成26年度予算の上半期（4月～9月）の
執行状況についてお知らせします。
　予算についてわからないことや質問などがあり
ましたら、気軽にお尋ねください。

■問い合わせ／企画政策課財政係�83-3507
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平成26年度予算　上半期の執行状況

予
算
の
執
行
状
況

　

一
般
会
計
予
算
は
、
当
初
1
7
8
億
9
0
0

0
万
円
で
、
そ
の
後
3
億
1
2
9
9
万
円
を
増

額
補
正
し
、
平
成
25
年
度
か
ら
の
繰
越
事
業
費

5
億
7
7
5
2
万
円
と
合
わ
せ
て
、
9
月
末
で

1
8
7
億
8
0
5
1
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

主
な
繰
越
事
業

▽
庁
舎
耐
震
改
修
事
業 � 

2
億
9
2
9
4
万
円

▽
小
規
模
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
施
設
整
備
費

　

補
助
金 �

 

1
億
2
5
2
8
万
円

　

歳
入
予
算
は
、
全
体
で
75
億
9
0
7
1
万
円

が
収
入
さ
れ
、
予
算
に
対
す
る
執
行
率
は
40
・

4
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
市
税
の
収

入
は
29
億
7
0
8
2
万
円
で
、
執
行
率
は
58
・

4
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
歳
出
予
算
は
、
全
体

で
72
億
9
9
8
2
万
円
が
支
出
さ
れ
、
予
算
に

対
す
る
執
行
率
は
38
・
9
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

科
目
ご
と
の
予
算
額
や
執
行
額
、
市
債
と
一

時
借
入
金
の
残
高
、
特
別
会
計
、
企
業
会
計
の

予
算
執
行
状
況
は
下
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

補
正
予
算
に
計
上
し
た
主
な
事
業

▽
小
学
校
屋
内
運
動
場
天
井
等
落
下
防
止
対
策

　

事
業 �

 

5
9
5
0
万
円

▽
茶
郷
川
第
二
放
水
路
補
修
事
業　
　
　
　
　

　

�
 

3
5
0
0
万
円

▽
白
山
運
動
公
園
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス

　

改
修
事
業 �

 

3
0
0
0
万
円

▽
池
中
新
田
市
ノ
沢
線
法
面
対
策
事
業　

 　

　

�

2
0
0
0
万
円

特別会計予算執行状況（繰越事業なし）

特別会計名 予算額 収入済額 執行率 支出済額 執行率

国民健康保険
特別会計 42億2,688万円 16億9,916万円 40.2% 15億8,947万円 37.6%

介護保険特別
会計 39億9,691万円 18億4,023万円 46.0% 15億1,461万円 37.9%

後期高齢者医
療特別会計 7億���580万円 3億1,893万円 45.2% 3億���302万円 42.9%

工業団地事業
特別会計 62万円� 52万円� 83.9% 4万円� 6.5%

企業会計予算執行状況（繰越事業分を含む）

区分 収入予算額 収入済額 執行率 支出予算額 支出済額 執行率 企業債残高

ガス事業 16億9,333万円 6億5,671万円 38.8% 21億6,641万円 6億7,018万円 30.9% 3億8,580万円

水道事業 10億8,305万円 3億6,975万円 34.1% 14億9,218万円 3億���494万円 20.4% 22億6,208万円

工業用水道事業 2億9,931万円 1億1,788万円 39.4% 3億6,984万円 9,432万円� 25.5% 4億9,752万円

下水道事業 23億1,672万円 8億9,272万円 38.5% 27億7,374万円 8億3,871万円 30.2% 133億9,876万円

合計 53億9,241万円 20億3,706万円 37.8% 68億���217万円 19億���815万円 28.1% 165億4,416万円

市債と一時借入金の残高

会計名 市債残高

一般会計 152億9,533万円

※一時借入金：借入実績なし

用
語
解
説

【
歳
　
入
】

■
地
方
交
付
税

　
地
方
公
共
団
体
が
一
定
水
準
の
サ
ー
ビ
ス
を
提

　

供
す
る
た
め
に
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
で
、

　

そ
の
使
い
道
は
、
地
方
公
共
団
体
が
独
自
に
決

　

め
ら
れ
る
も
の
。

■
市
債

　
事
業
を
行
う
た
め
に
必
要
な
お
金
を
借
り
入
れ

　

る
も
の
。

■
国
庫
支
出
金
・
県
支
出
金

　
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
で
、
使
い
道
が

　

決
め
ら
れ
て
い
る
も
の
。

■
繰
入
金

　
事
業
を
行
う
た
め
に
必
要
な
お
金
を
、
基
金
な

　

ど
か
ら
繰
り
入
れ
て
一
般
会
計
の
財
源
と
す
る

　

も
の
。

■
繰
越
金

　
前
年
度
の
決
算
で
出
た
黒
字
や
、
前
年
度
の
決

　

算
に
お
い
て
あ
ら
か
じ
め
使
い
道
が
決
ま
っ
て

　

い
る
お
金
。

■
地
方
消
費
税
交
付
金

　
み
な
さ
ん
が
支
払
っ
た
消
費
税
の
う
ち
、
一
定

　

の
基
準
で
地
方
公
共
団
体
に
交
付
さ
れ
る
お
金
。

■
分
担
金
及
び
負
担
金

　
特
定
の
事
業
に
使
用
す
る
経
費
を
受
益
者
か
ら

　

徴
収
す
る
も
の
。

■
使
用
料
及
び
手
数
料

　
特
定
の
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
経
費
を
受
益
者
か
ら

　

徴
収
す
る
も
の
。

【
歳
　
出
】

■
公
債
費

　
市
債
の
元
金
の
返
済
や
利
子
の
支
払
い
。



　
雪
国
小
千
谷
に
住
む
私
た
ち
の
生
活
は
、
雪
と
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
も

の
で
、
昔
か
ら
お
互
い
に
協
力
し
て
雪
を
克
服
し
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　
除
雪
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、
地
域
ぐ
る
み
で
事
故
の
な
い
除
雪
に
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。

み
ん
な
の
マ
ナ
ー
と
協
力
が
必
要
で
す

克雪

と
に
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
降
雪
状
況
や

交
通
渋
滞
な
ど
に
よ
っ
て
は
、
終
了
時
刻
が

遅
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

第
2
種
路
線
は
日
中
に
随
時
除
雪
し
ま
す
。

●
市
道
は
午
後
5
時
ま
で

　

交
通
空
間
確
保
も
大
切
で
す
が
、
安
心
・

安
全
な
生
活
も
確
保
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
夜
間
の
機
械
除
雪
は
危
険
を
伴
い
、
除

雪
中
は
大
き
な
音
が
発
生
し
ま
す
。
特
別
な

場
合
を
除
き
、
午
後
5
時
以
降
は
翌
朝
ま
で

除
雪
を
行
い
ま
せ
ん
の
で
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
国
・
県
道
は
24
時
間
体
制

　

国
道
17
号
、
1
1
7
号
、
2
9
1
号
、
3

5
1
号
、
4
0
3
号
や
県
道
長
岡
片
貝
小
千

谷
線
、
小
千
谷
十
日
町
津
南
線
な
ど
の
幹
線

道
路
は
、
昼
夜
を
問
わ
ず
24

時
間
の
除
雪
体
制
が
と
ら
れ

て
い
ま
す
。

今
冬
の
除
雪
体
制
が
整
い
ま
し
た

　

今
冬
の
道
路
除
雪
計
画
で
は
、
国
道
、
県

道
、
市
道
を
合
わ
せ
て
4
1
3
・
5
㎞
を
除

雪
し
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
市
道
除
雪
延
長
は

2
5
5
・
6
㎞
で
、
業
者
委
託
に
よ
る
機
械

除
雪
が
1
4
5
・
1
㎞
、
消
雪
パ
イ
プ
な
ど

に
よ
る
除
雪
が
1
1
0
・
5
㎞
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
小
千
谷
市
が
管
理
す
る
道

路
の
54
・
1
％
を
除
雪
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
詳
細
な
除
雪
計
画
書
は
地
区
別
の

除
雪
説
明
会
に
お
い
て
町
内
会
長
へ
配
布
し

て
い
ま
す
。

●
出
動
は
降
雪
10
㎝

　

除
雪
車
は
、
お
お
む
ね
10
㎝
の
降
雪
で
出

動
し
ま
す
。
市
道
は
、
除
雪
計
画
の
中
で
第

1
種
路
線
と
第
2
種
路
線
に
分
け
て
い
ま
す
。

　

第
1
種
路
線
の
除
雪
は
午
前
4
時
に
出
動

し
、
午
前
7
時
30
分
ま
で
に
終
了
さ
せ
る
こ
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除
雪
は
み
な
さ
ん
の
マ
ナ
ー
で
は
か

ど
り
ま
す

●
出
入
り
口
の
雪
処
理
に
ご
協
力
を

　

除
雪
ド
ー
ザ
で
住
宅
の
入
口
を
ふ
さ
ぐ
こ

と
な
く
除
雪
す
る
こ
と
は
、
技
術
的
に
困
難

で
す
。
除
雪
ド
ー
ザ
が
通
っ
た
後
、
出
入
口

に
残
っ
た
雪
の
処
理
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
家
庭

で
行
う
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
路
上
駐
車
し
て
い
ま
せ
ん
か

　

除
雪
車
は
、
早
朝
の
暗
い
う
ち
か
ら
出
動

し
ま
す
。
路
上
駐
車
が
あ
る
と
作
業
の
妨
げ

に
な
り
、
通
勤
・
通
学
の
時
間
ま
で
に
除
雪

が
終
わ
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
雪
に
埋
も
れ
た
自
動
車
に
除
雪
車

が
接
触
す
る
こ
と
も
あ
り
、
と
て
も
危
険
で

す
。
路
上
駐
車
は
、
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
除
雪
車
に
近
寄
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん

　

除
雪
車
は
、
作
業
中
、
バ
ッ
ク
を
す
る
こ

と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
除
雪
車
の
近
く
は
と

て
も
危
険
で
す
。
作
業
中
は
絶
対
に
近
づ
か

ず
、
注
意
し
て
通
行
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、堆
雪
場
な
ど
雪
が
高
く
積
み
上
が
っ

た
所
で
は
遊
ば
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
道
路
に
雪
を
出
し
て
い
ま
せ
ん
か

　

道
路
上
に
雪
を
出
す
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
敷
地
内
の
雪
処
理
は
各
自
で
適
切

に
処
理
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

消
雪
パ
イ
プ
の
あ
る
道
路
で
あ
っ
て
も
、

雪
を
出
す
と
交
通
事
故
の
原
因
に
な
り
ま
す

の
で
道
路
上
に
雪
を
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
重
要
物
件
に
は
赤
い
旗
な
ど
の
目
印
を

　

道
路
沿
い
の
消
火
栓
な
ど
の
重
要
物
件
や

塀
な
ど
は
、
雪
に
埋
も
れ
る
と
除
雪
作
業
中

に
破
損
す
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
範
囲
が
分

か
る
よ
う
、
赤
い
旗
な
ど
の
目
印
を
付
け
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
除
雪
や
雪
お
ろ
し
の
際
は
、
こ
れ

ら
が
埋
ま
ら
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
木
の
枝
が
道
路
に
出
て
い
ま
せ
ん
か

　

樹
木
が
雪
の
重
み
で
道
路
に
垂
れ
下
が
る

と
、
枝
が
折
れ
た
り
雪
が
落
ち
た
り
し
て
歩

行
者
や
車
両
が
通
行
す
る
際
、
た
い
へ
ん
危

険
で
す
。
安
全
の
た
め
、
道
路
に
出
て
い
る

樹
木
は
所
有
者
が
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
冬
囲
い
の
材
木
な
ど
が
道
路
上
に

出
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

消
雪
パ
イ
プ
は
管
理
が
大
切

　

消
雪
パ
イ
プ
か
ら
出
て

い
る
地
下
水
は
限
り
あ
る

資
源
で
す
。
ノ
ズ
ル
の
調

整
や
砂
抜
き
作
業
を
こ
ま

め
に
行
っ
て
、
節
水
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

流
雪
溝
の
利
用
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て

●
流
雪
溝
の
利
用
は
午
前
9
時
～
午
後

　
5
時
で
す

　

流
雪
溝
に
流
れ
る
水
は
、
地
元
の
み
な
さ

ん
か
ら
管
理
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
町
内
役

員
の
指
示
に
従
っ
て
共
同
作
業
の
ル
ー
ル
を

守
り
、
決
め
ら
れ
た
時
間
内
に
流
雪
作
業
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
下
流
で
水
が
あ

ふ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
家
の
前
の
流

雪
溝
に
水
が
流
れ
て
い
て
も
、
決
め
ら
れ
た

時
間
以
外
は
雪
を
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
ふ
た
の
管
理
を
き
ち
ん
と

　

投
雪
口
の
ふ
た
を
閉
め
て
い
な
い
と
、
人

命
に
関
わ
る
よ
う
な
事
故
が
起
き
る
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。
作
業
を
休
む
時
や
作
業
終
了

後
は
、
必
ず
き
ち
ん
と
ふ
た
を
閉
め
て
く
だ

さ
い
。

●
安
全
な
作
業
の
た
め
に

　

作
業
中
は
転
落
事
故
防
止
の
た
め
、
投
雪

口
の
内
側
の
転
落
防
止
柵
は
外
さ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

●
投
雪
は
適
量
で

　
「
雪
と
い
」
や
「
除
雪
機
」
で
直
接
、
流

雪
溝
に
雪
を
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
流
雪

溝
が
つ
ま
る
原
因
に
な
り
ま
す
。
大
き
な
雪

の
か
た
ま
り
は
、
細
か
く
し
て
か
ら
入
れ
て

く
だ
さ
い
。

交
差
点
の
見
通
し
確
保
に
も
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
を

　

歩
道
の
除
雪
を
行
っ
て
い
る
交
差
点
で
は
、

車
道
と
歩
道
の
間
に
雪
の
壁
が
で
き
、
見
通

し
が
悪
く
と
て
も
危
険
で
す
。

　

市
で
排
雪
な
ど
を
実
施
し
ま
す
が
、
早
期

に
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
地
域
の
み
な
さ

ん
か
ら
も
「
ス
コ
ッ
プ
で
ひ
と
か
き
」
な
ど
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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○
問
い
合
わ
せ
は
町
内
で
と
り

　
ま
と
め
て

　

降
雪
時
は
電
話
に
よ
る
問
い
合
わ
せ

が
多
く
な
り
、
現
場
で
の
対
応
が
混
乱

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
す
ば
や
く
対

応
で
き
る
よ
う
、
危
険
性
が
な
く
緊
急

で
な
い
も
の
は
町
内
で
と
り
ま
と
め
た

う
え
で
町
内
会
長
を
通
じ
て
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ

▽
市
道
：
建
設
課
�
83
・
3
5
1
4

▽
国
道
17
号
：
国
土
交
通
省
北
陸
地
方
整

　

備
局
長
岡
国
道
事
務
所
小
出
維
持
出
張

　

所
�
0
2
5
・
7
9
2
・
0
8
3
9

▽
国
道
17
号
を
除
く
国
道
・
県
道
：
新

　

潟
県
小
千
谷
維
持
管
理
事
務
所
�
83

　

・
0
8
5
5
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12
日
　
消
防
出
初
式

18
日
　
ジ
ュ
ニ
ア
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
指
導
者
講
習
会

26
日
　
文
化
財
防
災
訓
練

2
日
　
全
中
ス
キ
ー
大
会
（
群
馬
県
・
長
野
県
）

　
　
　
に
中
学
生
6
人
が
出
場
（
～
5
日
）

6
日
　
中
越
大
震
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
お
ぢ
や
が 

　
　
　
防
災
ま
ち
づ
く
り
大
賞
総
務
大
臣
賞
受
賞

8
日
　
井
佐
英
徳
さ
ん
（
桜
町
出
身
）
が
ソ
チ

　
　
　（
ロ
シ
ア
）
で
の
第
22
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　
　
　
冬
季
競
技
大
会
の
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
競
技

　
　
　
に
4
大
会
連
続
で
出
場
（
～
13
日
）

8
日
　
真
人
町
「
ザ
・
か
ま
く
ら
」

8
日
　
山
谷
坪
野
ほ
ん
や
ら
洞
ま
つ
り

11
日
　
復
興
検
証
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

17
日
　「
小
千
谷
縮
・
東
京
五
輪
戦
略
会
議
」
設
立

27
日
　
鮭
の
稚
魚
放
流

1
日
　
お
ぢ
や
風
船
一
揆
（
～
2
日
）
①

9
日
　
東
小
千
谷
地
区
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

　
　
　
テ
ィ
バ
ル

10
日
　
市
制
施
行
60
周
年
記
念
式
典
②

16
日
　
原
子
力
防
災
訓
練

8
日
　
東
小
千
谷
健
康
ウ
ォ
ー
ク

22
日
　
高
場
山
マ
ラ
ソ
ン

28
日
　
ま
ち
づ
く
り
講
演
会

9
日
　
新
潟
県
美
術
展
覧
会
小
千
谷
展（
～
15
日
）

12
日
　
お
ぢ
や
震
災
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
「
そ
な
え 

　
　
　
館
」
の
来
館
者
が
5
万
人
を
達
成

13
日
　
二
荒
さ
ま
の
お
祭
り
（
～
15
日
）

13
日
　
小
千
谷
・
杉
並
交
流
コ
ン
サ
ー
ト

20
日
　
グ
ラ
ン
ツ
ー
ル
南
2
0
1
4

27
日
　
新
潟
県
消
防
大
会

4
日
　
非
核
平
和
推
進
事
業
で
中
学
生
代
表
5

　
　
　
人
を
広
島
に
派
遣
（
～
6
日
）

19
日
　
全
中
陸
上
大
会
（
香
川
県
）
の
陸
上
1

　
　
　
1
0
m
ハ
ー
ド
ル
に
中
学
生
1
人
が
出
場

22
日
　
お
ぢ
や
ま
つ
り
（
～
24
日
）

23
日
　
お
ぢ
や
☆
う
き
☆
う
き
☆
し
ゃ
っ
こ
い

　
　
　
ま
つ
り

24
日
　
五
辺
大
名
行
列
⑧

8
日
　
片
貝
ま
つ
り
（
～
10
日
）

18
日
　
被
爆
体
験
記
朗
読
会

18
日
　
人
権
・
男
女
共
同
参
画
講
演
会

26
日
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
30
周
年
記
念

　
　
　
式
典

27
日
　
西
脇
順
三
郎
生
誕
1
2
0
年
記
念
講
演

　
　
　
会
⑨

27
日
　
西
脇
順
三
郎
特
別
展
（
～
10
月
5
日
）

28
日
　
山
本
山
ま
つ
り

4
日
　
ガ
ス
水
道
フ
ェ
ア
2
0
1
4

4
日
　
は
つ
ら
つ
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
in

　
　
　
小
千
谷
（
～
5
日
）

　
小
千
谷
市
市
制
施
行
60
周
年
・
中
越
大
震
災
か
ら
10

年
の
節
目
の
年
と
な
っ
た
平
成
26
年
も
残
り
わ
ず
か
と

な
り
ま
し
た
。
今
年
は
節
目
の
年
に
ち
な
ん
だ
、
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
11
月
に

は
2
期
8
年
務
め
ら
れ
た
谷
井
靖
夫
市
長
が
退
任
し
、

新
た
に
大
塚
昇
一
市
長
が
就
任
し
ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
は
ど
の
よ
う
な
一
年
だ
っ
た
で

し
ょ
う
か
。
小
千
谷
市
の
こ
の
一
年
を
振
り
返
り
ま
す
。

1月

7月8月9月

2月3月 お
ぢ
や
　
こ
の
一
年
の
で
き
ご
と

②③

⑧ ⑦⑨

①

6月6月
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この一年のできごと

24
日
　
魚
沼
神
社
太
太
神
楽
が
市
文
化
財
に
指
定

26
日
　
全
中
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
（
三
重
県
）

　
　
　
に
中
学
生
2
人
が
出
場
（
～
28
日
）

27
日
　
F
M
新
潟
の
「
こ
い
こ
い
お
ぢ
や
プ
ロ

　
　
　
グ
ラ
ム
」
終
了

29
日
　
全
国
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
（
千

　
　
　
葉
県
）に
小
学
生
2
人
が
出
場（
～
31
日
）

4
日
　
F
M
新
潟
の
「
お
ぢ
や
フ
ァ
ン
フ
ァ
ン

　
　
　
C
H
A
N
N
E
L
」
放
送
開
始

10
日
　
元
衆
議
院
議
員
・
元
小
千
谷
市
長
の
星

　
　
　
野
行
男
さ
ん
逝
去

10
日
　
市
立
総
合
支
援
学
校
開
校
式
・
入
学
式
③

13
日
　
お
ぢ
や
桜
ま
つ
り

21
日
　
市
民
と
市
長
の
懇
談
会
が
真
人
北
部
地

　
　
　
区
か
ら
ス
タ
ー
ト
（
～
5
月
29
日
、
全

　
　
　

9
会
場
）

25
日
　
平
成
26
年
度
町
内
会
長
会
議

29
日
　
信
濃
川
河
岸
段
丘
ウ
ォ
ー
ク

3
日
　
成
人
式

3
日
　
牛
の
角
突
き
開
幕

3
日
　
お
ぢ
や
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
ふ
れ
あ
い

　
　
　
の
里
開
村
式

5
日
　
船
岡
公
園
ま
つ
り

11
日
　
市
制
施
行
記
念
市
民
駅
伝
競
走
大
会

16
日
　
小
千
谷
市
文
化
講
演
会

18
日
　
震
災
復
興
市
民
植
樹
祭
④

31
日
　
井
佐
英
徳
さ
ん
に
小
千
谷
市
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
功
労
賞
を
授
与
⑤

1
日
　
全
国
植
樹
祭
の
た
め
来
県
さ
れ
た
天
皇

　
　
　
皇
后
両
陛
下
が
そ
な
え
館
を
訪
問
⑥

1
日
　
小
千
谷
薪
能
⑦

11
日
　
ホ
ッ
ト
プ
ラ
ザ
祭
（
～
12
日
）

12
日
　
お
ぢ
や
健
康
福
祉
ま
つ
り

12
日
　
伝
統
芸
能
ま
つ
り
・
巫
女
爺
サ
ミ
ッ
ト

12
日
　
池
ケ
原
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会

13
日
　
小
千
谷
ト
リ
ム
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

17
日
　
中
越
大
震
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
お
ぢ
や
市

　
　
　
民
公
開
プ
ロ
グ
ラ
ム

18
日
　
小
千
谷
復
興
感
謝
祭
お
ぢ
ゃ
れ
元
気
フ
ェ

　
　
　
ス
タ
（
～
19
日
）
⑩

18
日
　
吉
谷
小
学
校
創
立
1
4
0
周
年
記
念
式
典

23
日
　
中
越
大
震
災
10
周
年
式
典
⑪

23
日
　
10
月
23
日
を
「
中
越
大
震
災
の
日
」
に

　
　
　
制
定

23
日
　
錦
鯉
を
市
の
魚
に
制
定

31
日
　
市
展
・
総
合
文
化
展
（
～
11
月
3
日
）

31
日
　
第
五
次
総
合
計
画
の
策
定
を
諮
問

1
日
　
新
潟
県
錦
鯉
品
評
会
（
～
2
日
）

2
日
　
小
千
谷
市
民
駅
伝
大
会

3
日
　
わ
か
と
ち
収
穫
祭

7
日
　
新
潟
県
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会
で
小
千

　
　
　
谷
中
学
校
男
子
チ
ー
ム
が
優
勝

13
日
　
統
合
新
病
院
起
工
式

17
日
　
小
千
谷
市
長
選
挙
で
大
塚
昇
一
さ
ん
が

　
　
　
無
投
票
で
当
選
（
11
月
9
日
告
示
）

22
日
　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子
日
本
リ
ー
グ

　
　
　
公
式
戦
小
千
谷
市
大
会
（
～
23
日
）

28
日
　
谷
井
靖
夫
市
長
退
任

29
日
　
大
塚
昇
一
市
長
就
任

30
日
　
ふ
る
さ
と
お
ぢ
や
検
定

1
日
　
大
塚
昇
一
市
長
初
登
庁
⑫

1
日
　
除
雪
隊
結
成
式

10月11月

4月5月6月

④⑤⑥

⑩⑪⑫

12月
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ふ
る
さ
と
納
税
と
は

　

応
援
し
た
い
自
治
体
へ
寄
附
す
る
こ
と
で
、「
ふ
る
さ
と
」
に
貢
献
し

た
い
と
い
う
思
い
を
実
現
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

　

寄
附
を
す
る
と
、
寄
附
金
の
う
ち
2
0
0
0
円
を
超
え
る
部
分
に
つ
い

て
、
確
定
申
告
な
ど
に
よ
り
所
得
税
や
住
民
税
が
一
定
限
度
ま
で
控
除
さ

れ
ま
す
。

　

小
千
谷
市
で
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
の
寄
附
金
を
「
夢
の
架
け
橋
基
金
」

と
し
て
積
み
立
て
て
、
大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

お
正
月
や
冬
休
み
期
間
中
に
市
内
に
帰
省
さ
れ
る
親
戚
の
方
や
友
人
・

知
人
に
、
小
千
谷
市
を
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
制
度
と
し
て
「
ふ
る
さ
と

納
税
」
の
P
R
を
お
願
い
し
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
活
用
し
て
い
ま
す

▽
総
合
体
育
館
幼
児
プ
レ
イ
ル
ー
ム
改
修

▽
「
ふ
る
さ
と
に
輝
く
小
千
谷
の
先
人
た
ち
」

　

冊
子
製
作

▽
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
教
室

▽
白
山
運
動
公
園
児
童
遊
園
施
設
更
新

全
国
の
寄
附
者
の
方
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

市外にお住まいの方への

　ふるさと納税PR にご協力ください
■問い合わせ／
▷ふるさと納税について：企画政策課企画経営係�83-3507�83-2789
▷住民税について：税務課市民税係�83-3508�83-4160

お
礼
の
品
を
お
贈
り
し
ま
す

　

1
万
円
以
上
の
寄
附
を
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
小
千
谷
市
に
ち
な
ん
だ

お
礼
の
品
を
お
贈
り
し
ま
す
。

寄
附
の
手
続
き
や
詳
し
い
内
容
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
�　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
た
は
、
市
役
所
・
支
所
・
各
連
絡
所

に
備
え
付
け
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

http://w
ww.city.ojiya.niigata.jp/

△そばつゆセット（6人前）

△魚沼産コシヒカリ
（2㎏）△小千谷そば・コシヒカリセット

▷
清
酒　

越
の
寒
中
梅
金
ラ
ベ
ル

（
7
2
0
㎖
）

▷
清
酒　

越
の
初
梅
吟
醸
酒
越
淡
麗

（
7
2
0
㎖
）

△あられ職人詰め合わせ
（4種×2セット）

故
郷
を
離
れ
て
50
年
。
中
越
地
震
を

克
服
し
、
先
の
東
日
本
大
震
災
で
は

全
国
に
先
駆
け
て
南
相
馬
の
人
た
ち

を
受
け
入
れ
た
小
千
谷
の
人
々
。

異
郷
に
住
む
私
た
ち
ま
で
も
が
心
温
ま

り
、
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。

市
の
発
展
と
交
流
が
で

き
る
素
敵
な
ま
ち
づ
く

り
の
応
援
を
し
ま
す
。

生
ま
れ
育
っ
た
環
境
な

の
で
恩
返
し
で
す
。

花
火
や
、
錦
鯉
発
祥
の

地
、
そ
の
他
小
千
谷
の

伝
統
を
大
切
に
、
市
民

が
過
ご
し
や
す
い
町
に

し
て
く
だ
さ
い
。

い
つ
か
訪
れ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
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＜材料＞（4人分）
くず粉�� �80㌘
砂糖�� �40㌘
牛乳�� �400㏄
　　うぐいすきな粉�� �大さじ1と１／２
　　抹茶�� �小さじ1
　　砂糖�� �小さじ2

＜作り方＞
ボウルにくず粉と砂糖、牛乳を入れてよく混ぜ
てこす。

小鍋に1を入れて火にかけ、木べらで混ぜながら
加熱する。固まりかけてきたら弱火にし、粉っ
ぽさがなくなり粘りが出るまで練る。

濡らした型に2を流しラップをかけて冷やす。
固まったら濡らした包丁で食べやすい大きさに
切り、全面に材料Aをまぶす。

＜栄養価＞（1人分）
▷エネルギー197㌔㌍▷たんぱく質4.5㌘▷脂質4.5
㌘▷カルシウム 129㍉㌘▷塩分0.1㌘

1
2

3

和風ミルクくずもち

カルシウムたっぷりのおやつです。乳製品は小魚や海草、野菜に比べてカルシウムの吸収率が高く約40％です。骨粗鬆症の予防に手作りおやつをお試しください。くず粉は劣化が早いので早めに食べましょう。

作ってみてね！この料理

＜調理＞
小千谷市食生活改善推進委員

11　︱　市報おぢや 12 月号

＜問い合わせ＞
健康センター保健係� 83-3640

おじゃましま
す

Io o// /L
L

LI I II
III I I

I II I

.. BI EL

毎月10日号で、市内で活動しているさまざまな団体・
サークルなどをご紹介します。

◁右からベル、ボー
　ル、ベルター

いきいき3B

「
い
き
い
き
3
B
」
の
み
な
さ
ん
か

ら
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

―
―
3
B
体
操
と
は
ど
の
よ
う
な
体

操
で
す
か

　

3
B
体
操
と
は
、
ボ
ー
ル
、
ベ
ル
、

ベ
ル
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
用
具
を
使
用

し
な
が
ら
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
行
う

全
国
組
織
の
健
康
体
操
で
す
。

―
―
主
な
活
動
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

月
に
3
回
、
総
合
体
育
館
の
軽
運

動
場
で
み
ん
な
で
体
操
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
で
発

表
し
た
り
、
体
験
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

―
―
3
B
体
操
の
魅
力
は
な
ん
で
す
か

　

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
者
、
障
が
い

の
あ
る
方
で
も
、
ど
な
た
で
も
無
理

な
く
楽
し
く
取
り
組
め
ま
す
。
み
ん

な
で
音
楽
の
リ
ズ
ム
に
乗
り
な
が
ら

体
を
動
か
す
こ
と
で
、
心
も
体
も
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
ま
す
。

―
―
3
B
体
操
を
や
っ
て
い
て
よ
か
っ

た
こ
と
は
何
で
す
か

　

体
操
を
す
る
こ
と
で
、
日
常
の
体

の
動
き
が
楽
に
な
り
ま
し
た
。
い
つ

ま
で
も
健
康
に
過
ご
す
た
め
の
体
づ

く
り
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

仲
間
づ
く
り
に
も
な
り
、
み
ん
な
で

和
気
あ
い
あ
い
と
や
っ
て
い
ま
す
。

○
訪
問
後
の
ひ
と
言

　
音
楽
に
合
わ
せ
て
体
操
や
ス
ト
レ
ッ

チ
を
し
た
あ
と
は
、
体
が
軽
く
な
り
、

頭
も
す
っ
き
り
し
ま
し
た
。
改
め
て
、

体
を
動
か
す
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感

し
ま
し
た
。

会員数：10人　会費：2,500円／月
問い合わせ：斎藤　�82-5604

▷
先
生
の
わ
か
り
や
す

　
い
指
導
で
誰
で
も
す

　
ぐ
体
操
で
き
ま
す
。

A{



　

小
千
谷
中
学
校
男
子
駅
伝
チ
ー
ム
　
2
年
連
続
全
国
大
会
出
場

︱　12

有
料
広
告
掲
載
欄
で
す

59

︱　12

ま
ち

の
話

題
 RUPO&NEWS

￥５４０

「
市
の
魚
」
の
魅
力
を
堪
能

　
農
林
水
産
祭
参
加
第
54
回
新
潟
県
錦
鯉
品
評
会
が
総
合
体
育
館
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
2
日
間
と
も
、
時
折
雨
が
降
る
あ
い
に

く
の
天
候
で
し
た
が
、
市
の
魚
に
も
制
定
さ
れ
た
「
泳
ぐ
宝
石
」
を
一
目
見

よ
う
と
、
錦
鯉
愛
好
家
や
親
子
連
れ
な
ど
お
お
ぜ
い
の
方
が
来
場
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
1
日
に
は
、
新
潟
お
さ
か
な
大
使
に
任
命
さ
れ
て
い
る
「
さ
か
な

ク
ン
」
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
会
場
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

／11
  　 1 
     ～   

　   2

　
11
月
7
日
㈮
に
、
長
岡
市
国
営
越
後
丘
陵
公
園
特
設
コ
ー
ス
で
開
催
さ

れ
た
第
24
回
新
潟
県
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会
で
、
小
千
谷
中
学
校
男
子
駅

伝
チ
ー
ム
が
優
勝
し
、
全
国
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　
主
将
の
宮
崎
遼
周
さ
ん
は
、「
新
潟
県
の
男
子
チ
ー
ム
と
し
て
初
の
入

賞
を
果
た
し
、
歴
史
に
名
前
を
残
し
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
全
国
大
会
は
12
月
14
日
㈰
、
山
口
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。後列左から郷翔一朗さん（3年）、小柳周也さん（3年）、星駿之介さん（3年）、丸山天雷さん

（3年）、宮崎遼周さん（3年）

前列左から田中圭人さん（3年）、上村祐輔さん（2年）、栁田大翔さん（2年）、佐藤広夢さん（3年）

初
代
王
者
を
目
指
し
て

　
南
小
・
中
学
校
発
着
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
コ
ー
ス
を
走
る
第
1
回
小
千
谷
市
民

駅
伝
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
5
つ
の
種
目
に
約
2
5
0
人
が

出
場
し
、
秋
晴
れ
の
中
、
田
園
コ
ー
ス
を

駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　
沿
道
に
は
お
お
ぜ
い
の
方
が
応
援
に
か

け
つ
け
、
選
手
た
ち
に
声
援
を
送
っ
て
い

ま
し
た
。

／11
　   1
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まちの話題 RUPO&NEWSまちの話題 RUPO&NEWS

風
船
に
防
火
の
願
い
を
こ
め
て

　
秋
の
火
災
予
防
運
動
に
あ
わ

せ
て
、
市
内
平
沢
の
ス
ー
パ
ー

で
消
防
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
つ
く
し
幼
稚
園
、
西
保
育
園
、

す
み
れ
保
育
園
の
園
児
た
ち
に

よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド
や
、
防
火

を
祈
願
し
て
風
船
な
ど
が
飛
ば

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
暖
房
器
具
な
ど
を
使
用
す
る
機
会
が
増
え
て
、

火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
に
な
り
ま
す
。
火
の
元
に
は
十

分
注
意
し
、
火
災
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

／11 
　 10

文
化
の
秋
　
俳
句
の
魅
力
に
触
れ
る

　
市
民
会
館
で
「
小
千
谷
市
民
文
芸
の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
テ
レ
ビ
な
ど
で
も
活
躍

さ
れ
て
い
る
若
手
俳
人
の
神
野
紗

希
さ
ん
か
ら
「
俳
句
の
魅
力
～
あ

な
た
は
ど
の
句
が
お
好
き
？
」
と

題
し
て
、
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
　

　
神
野
さ
ん
は
、
江
戸
か
ら
現
代

ま
で
の
俳
句
を
挙
げ
て
、
会
場
の

み
な
さ
ん
に
好
き
な
句
を
選
ん
で

い
た
だ
き
、
俳
句
の
魅
力
に
つ
い

て
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

／11
　   3

目
指
せ
!
お
ぢ
や
雑
学
名
人

　
小
千
谷
に
つ
い
て
の
知
識
を
競
う
「
ふ

る
さ
と
お
ぢ
や
検
定
」
が
サ
ン
プ
ラ
ザ

で
開
催
さ
れ
、
59
人
が
受
験
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
小
千
谷
の
歴
史
や
雑
学
な

ど
50
問
の
難
問
に
挑
み
ま
し
た
。

　
実
際
に
出
題
さ
れ
た
問
題
を
紹
介
し

ま
す
。

●
問
題
「
市
民
憩
い
の
山
・
山
本
山
の
　

　
標
高
は
何
m
で
し
ょ
う
？
」

①
1
1
2
m
②
3
3
6
m
③
6
3
4
m

　
正
解
は
編
集
室
だ
よ
り
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

勢せ

こ子
の
妙
技
に
歓
声
　
　
　
　
　
　
　

　
小
栗
山
の
小
千
谷
闘
牛
場

で
牛
の
角
突
き
千
秋
楽
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
最
後

の
角
突
き
を
観
覧
し
よ
う
と
、

会
場
に
は
お
お
ぜ
い
の
観
客

が
訪
れ
ま
し
た
。

　
勢
子
が
荒
ぶ
る
牛
を
静
め

よ
う
と
、
巧
み
に
鼻
を
つ
か

ん
で
見
事
に
押
さ
え
込
む
と
、

会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

／11
　   2

／11
　 30

華
麗
な
プ
レ
ー
に
歓
声

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子
日
本
リ
ー
グ
公
式
戦
が
総
合
体
育

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
B
B

ラ
ビ
ッ
ツ
の
ホ
ー
ム
開
幕
戦
と
し
て
行
わ
れ
、
22
日
㈯
は
富
士

通
レ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
ブ
、
23
日
㈷
は
J
X
‐
E
N
E
O
S
サ
ン
フ

ラ
ワ
ー
ズ
と
対
戦
し
ま
し
た
。

　
残
念
な
が
ら
2
試
合
と
も

B
B
ラ
ビ
ッ
ツ
は
勝
利
を
収

め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
最
後
ま
で
あ
き
ら

め
な
い
全
力
の
プ
レ
ー
に
会

場
か
ら
は
温
か
い
拍
手
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

／11
    22 
     ～   

　  23

工
事
の
安
全
を
祈
願
し
て

　
平
沢
地
内
で
、
J
A
新

潟
厚
生
連
小
千
谷
総
合
病

院
の
起
工
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
当
日
は
病
院
や
工
事
関

係
者
な
ど
約
70
人
が
出
席

し
、
工
事
の
無
事
を
祈
り

ま
し
た
。

　
J
A
新
潟
厚
生
連
小
千

谷
総
合
病
院
は
、
平
成
28

年
10
月
開
院
予
定
で
す
。

／11 
　 13
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小
千
谷
駅
前
郵
便
局
　
　
　
　
　
　
　

移
転
・
局
名
変
更
の
お
知
ら
せ

　

小
千
谷
駅
前
郵
便
局
は
12
月
15
日
㈪
に
移
転

し
、　

局
名
を
「
東
小
千
谷
郵
便
局
」
と
変
更

し
ま
す
。

　

な
お
、
12
月
12
日
㈮
ま
で
は
平
常
ど
お
り
営

業
し
ま
す
。

　

ま
た
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
コ
ー
ナ
ー
に
つ
い
て
は
、
機

器
の
移
転
の
た
め
12
月
13
日
㈯
は
お
取
り
扱
い

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
移
転
先
／
小
千
谷
市
東
栄
１
‐
５
‐
９

■
問
い
合
わ
せ
／
小
千
谷
駅
前
郵
便
局
（
東
小

千
谷
郵
便
局
）
�
82
・
4
2
0
4

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
な
ど
の
処
分
に
　
　

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

寒
く
な
り
温
か
い
鍋
料
理
を
囲
ん
で
夕
食
を

と
い
う
機
会
が
増
え
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
季
節
に
な
る
と
使
用
済
み
の
カ
セ
ッ
ト
ボ

ン
ベ
が
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な

り
ま
す
。
こ
の
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
は
き
ち
ん
と

処
分
し
て
出
さ
な
い
と
大
変
危
険
で
す
。

　

ま
た
、
誤
っ
て
ほ
か
の
種
類
の
ご
み
と
し
て

出
す
と
ご
み
処
理
工
程
の
中
で
火
災
な
ど
の
原

因
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

出
す
前
に
は
、
次
の
点
に
注
意
し
て
出
し
ま

し
ょ
う
。

　

他
の
ス
プ
レ
ー
缶
も
同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
市
民
生
活
課
衛
生
施
設
係
�

83
・
3
5
0
9

堆
肥
化
容
器
を
屋
内
へ
！

　

冬
期
間
、
堆
肥
化
容
器
を
屋
外
に
出
し
た
ま

ま
に
す
る
と
破
損
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
屋
内

な
ど
に
し
ま
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
市
民
生
活
課
衛
生
施
設
係
�

83
・
3
5
0
9

　12月に入り忘年会、来月は新年会のシーズンになりますが、宴会が終わってみ
ると料理がそのまま残っていてもったいない…というようなことはありませんか？
　それらの食べ残されたものは「ごみ」として処分されてしまいます。市ではこの
ような実情を踏まえ、「おぢやのごっつぉ食べきり運動」を実施しています。食べ
物の大切さを再確認するとともに、おいしい「おぢやのごっつぉ」を食べきりま
しょう。

「おぢやのごっつぉ」食べきりましょう！

家庭でできる取り組み

▷家にある食材を確認し、必要なものを購入し
　ましょう。
▷料理の作り過ぎをなくしましょう。

外食時などでの取り組み

▷食べきれる量だけ頼みましょう。
▷小盛りメニューを利用したり、多すぎる時は
　量を少なくできるかお店に確認しましょう。
▷宴会などの際に食べきれないときは、お店の
　人の了解を得て自己責任で持ち帰ることを検
　討しましょう。

忘新年会などの幹事さんへお願い

▷宴会の際に料理を食べる時間を設けるように
　してください。
▷「残さず食べましょう」の一声をかけてくだ
　さい。

問い合わせ

市民生活課衛生施設係�83-3509

●
必
ず
中
身
を
使
い
切
り
、
屋
外
で
穴
を

　
あ
け
て
か
ら
出
し
ま
し
ょ
う
。

●
有
害
・
危
険
物
と
し
て
透
明
ま
た
は
半

　
透
明
の
袋
に
入
れ
「
キ
ケ
ン
」
と
書
い

　
て
出
し
ま
し
ょ
う
。
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お知らせ

●
体
育
施
設

■
対
象
期
間
／
平
成
27
年
4
月
1
日
㈬
～
平
成
28

年
3
月
31
日
㈭

■
対
象
施
設
／
▽
総
合
体
育
館
▽
白
山
運
動
公
園

▽
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
白
山
▽
信
濃
川
河
川
公
園
▽
千

谷
運
動
公
園
▽
片
貝
ス
ポ
ー
ツ
広
場
野
球
場
▽
東

小
千
谷
体
育
セ
ン
タ
ー

■
申
込
方
法
／
「
利
用
調
整
申
請
書
」
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
総
合
体
育
館
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
（
フ
ァ
ッ
ク
ス
可
）。
申
請
書
は
総
合
体

育
館
、
片
貝
総
合
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
ほ
か
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
�

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
申
込
期
限
／
平
成
27
年
1
月
23
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
／
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー

ツ
振
興
係
（
総
合
体
育
館
内
）
�
83
・
0
0
7
7

�
83
・
0
0
7
8

●
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

■
対
象
期
間
／
平
成
27
年
5
月
1
日
㈮
～
平

成
28
年
3
月
31
日
㈭

■
申
込
方
法
／
「
大
ホ
ー
ル
利
用
調
整
申
請

書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
市
民
会

館
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
フ
ァ
ッ
ク
ス
可
）。

申
請
書
は
市
民
会
館
に
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
�

　
　
　

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
申
込
期
限
／
平
成
27
年
1
月
23
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
／
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
公

民
館
係
（
市
民
会
館
内
）
�
82
・
9
1
1
1

�
82
・
9
1
1
2 

公共施設予約システム
変更のお知らせ
　平成27年1月7日㈬から公共
施設予約システムが新しくなり
ます。これに伴い、システムが
利用できない期間があります。

〇利用停止期間

　平成26年12月29日㈪～
平成27年1月6日㈫

　電話での利用照会などについ
ては、各施設窓口までお問い合
わせください。
　なお、本システムID登録者
には、別途案内文書を郵送しま
す。内容を確認のうえ、新シス
テムをご利用ください。
■問い合わせ／生涯学習スポー
　ツ課スポーツ振興係（総合体
　育館内）�83-0077

平
成
27
年
度
施
設
利
用
調
整
の
お
知
ら
せ

　

施
設
利
用
の
重
複
を
避
け
る
た
め
、
事
前
に
利
用
の
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。
来
年
度
、
各
施
設

で
の
大
会
や
発
表
会
、
講
演
会
な
ど
を
計
画
さ
れ
て
い
る
方
は
次
の
方
法
に
よ
り
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
希
望
日
が
重
複
し
た
場
合
は
日
程
調
整
を
行
い
ま
す
。
市
の
事
業
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
錦
鯉
の
里
�
83
・
2
2
3
3

錦
鯉
の
里
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

錦
鯉
が
「
市
の
魚
」
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
地
元
の
「
泳
ぐ
宝
石
」、
世
界
に
誇

る
錦
鯉
の
魅
力
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

錦鯉のオーナーになりませんか？

　あなたも、小千谷で生産された優秀な
錦鯉のオーナーになりませんか？
■オーナー鯉販売価格／
▷体長約50㎝の錦鯉：50,000円
▷体長約40㎝の錦鯉：30,000円
※購入後1年以内に病気などにより死ん
　だ場合は、同品種・同価格の錦鯉を無
　償で補償します。
■オーナー特典／
▷錦鯉の里入館料が、本人とご家族に限
　り無料
▷入館時に錦鯉のエサを1個サービス

お得な年間入館券発売中

　お子さんやお孫さんとの楽しいひとと
きに、「錦鯉の里」を利用しませんか？
購入日から1年間、お得に入館できる年
間入館券をぜひご利用ください。
■対象／小千谷市民の方
■料金／1,030円（通常料金：大人510
　円／回、小中学生310円／回、小学生
　未満は無料）

ジャンボ鯉の愛称が決まりました！

愛称

「龍
りゅう

」

愛称

「ちゃちゃ」

　
　
　
　
　

http://www.city.ojiya.niiga
ta.jp/

　
　
　
　
　
　

http://www.city.ojiya.niigata.jp/

　錦鯉の里に仲間入りした2尾のジャン
ボ鯉の愛称を募集したところ、219名の
方から投票いただきました。その中から
選考により、愛称が決定しました。ぜひ
実物に会いに来てください。

■品種／松葉黄金
■体長／87㎝
■年齢／7歳
■性別／メス

■品種／茶鯉
■体長／93㎝
■年齢／8歳
■性別／メス
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お知らせ

　　　　■問い合わせ／
　　　　　健康センター保健係
　　　　　�83-3640

▶会場は健康センターです。発熱や発疹など、普段と違う症状のある
　お子さんは、翌月の健診日にお越しください。
▶乳幼児健診の実施日には、先着順に番号札を配布します。
▶番号札配布開始時間／午前に開催の場合：午前8時30分〜、午後に
　開催の場合：正午〜

健診名 対象 期日 受付時間 持ち物 その他
4か月児
健康診査

平成26年
8月生まれ

1月  7日㈬ 13：00 〜
13：10

母子健康手帳、バスタオル、
替え用のオムツ

離乳食講習会を同時に行います。

10か月児
健康診査

平成26年
2月生まれ

1月  8日㈭ 13：00 〜
13：10

母子健康手帳、替え用のオ
ムツ

離乳食後期の講習会を同時に行
います。

1歳6か月児
健康診査

平成25年
6月生まれ

1月20日㈫ 13：00 〜
13：20

母子健康手帳 歯科検診を行います。歯をみが
いてからお越しください。

2歳児
歯科検診

平成24年
12月生まれ

1月21日㈬   9：00 〜
  9：10

母子健康手帳、お子さんの
仕上げみがき用歯ブラシ

幼児食講習会と歯科衛生士によ
るブラッシング指導を行いま
す。歯をみがいてからお越しく
ださい。

3歳児
健康診査

平成23年
12月生まれ

1月22日㈭ 13：00 〜
13：20

母子健康手帳、目と耳のア
ンケート、生活習慣アン
ケート、採尿した容器

歯科検診を行います。歯をみが
いてからお越しください。

  1月 乳幼児の健康診査日程

平
成
26
年
度
中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」　
　

小
学
生
の
「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」

　

11
月
11
日
～
17
日
ま
で
の
「
税
を
考
え
る
週
間
」
に
ち
な
み
、

市
内
の
中
学
生
か
ら
税
に
つ
い
て
の
作
文
と
小
学
生
か
ら
税
に
関

す
る
絵
は
が
き
を
募
集
し
ま
し
た
。
寄
せ
ら
れ
た
応
募
作
品
か
ら
、

各
賞
が
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

中
学
生
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
の
部

●
新
潟
県
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会
優
秀
賞

「
私
た
ち
の
未
来
と
税
」
細
川
美
桜
（
千
田
中
学
校
3
年
）

●
小
千
谷
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

「
身
近
な
税
金
の
使
い
道
」
廣
井
葵
生
（
東
小
千
谷
中
学
校
3
年
）

「
税
の
ヒ
ミ
ツ
」
大
竹
夏
葵
（
小
千
谷
中
学
校
1
年
）

「
消
費
税
に
つ
い
て
」
五
十
嵐
髙
嶺
（
片
貝
中
学
校
3
年
）

「
税
金
に
つ
い
て
」
小
見
山
美
佳
（
南
中
学
校
3
年
）

●
小
千
谷
市
長
賞
最
優
秀
賞

「
暮
ら
し
を
支
え
る
税
金
」
小
川
冬
馬
（
千
田
中
学
校
3
年
）

●
小
千
谷
市
長
賞
優
秀
賞

「
税
金
の
大
切
さ
」
大
渕
元
揮
（
南
中
学
校
3
年
）

小
学
生
「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
部

●
小
千
谷
税
務
署
長
賞

　

古
澤
叶
多
（
片
貝
小
学
校
6
年
）

●
一
般
社
団
法
人
小
千
谷
法
人
会
長
賞

　

大
淵
憂
菜
（
小
千
谷
小
学
校
6
年
）

●
一
般
社
団
法
人
小
千
谷
法
人
会
女
性
部
会
長
賞

　

江
口
紫
穂
（
小
千
谷
小
学
校
6
年
）

●
一
般
社
団
法
人
小
千
谷
法
人
会
青
年
部
会
長
賞

　

鈴
木
ふ
う
（
片
貝
小
学
校
6
年
）

●
一
般
社
団
法
人
小
千
谷
法
人
会
優
秀
賞

　

廣
井
遥
（
小
千
谷
小
学
校
6
年
）

　

荻
野
麻
琳
（
小
千
谷
小
学
校
6
年
）

■
問
い
合
わ
せ
／
税
務
課
管
理
収
納
係
�
83
・
3
5
0
8

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

経
済
産
業
省
で
は
、
平
成
26
年
12
月
31
日
現
在
で
製
造
業

を
営
む
事
業
所
を
対
象
に
し
て
「
工
業
統
計
調
査
」
を
実
施

し
ま
す
。

　

ご
記
入
い
た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
は
統
計
法
に
基
づ
き

秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
記
入
を
お
願
い
し
ま

す
。
12
月
下
旬
、
調
査
員
が
各
事
業
所
を
訪
問
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

調
査
内
容
な
ど
は
、
経
済
産
業
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
統
計
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ら
も
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
総
務
課
情
報
統
計
係
�
83
・
3
5
0
6

平
成
26
年
度
『
N
H
K
海
外
た
す
け
あ
い
』
寄
附

金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
今
年
も
「
N
H
K
海
外
た
す
け
あ

い
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。
世
界
各
地
で
多
発
す

る
紛
争
や
自
然
災
害
な
ど
に
よ
る
犠
牲
者
の
緊
急
救
援
や
保

健
衛
生
、
災
害
対
策
な
ど
の
分
野
に
お
け
る
開
発
協
力
事
業

を
実
施
す
る
た
め
の
寄
附
金
募
集
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
す
。

　

小
千
谷
市
地
区
で
も
受
付
窓
口
を
設
置
し
ま
す
の
で
、
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
受
付
期
限
／
12
月
25
日
㈭

■
受
付
窓
口
／
次
の
窓
口
に
募
金
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

市
役
所
（
社
会
福
祉
課
・
市
民
生
活
課
）、
総
合
体
育
館
、

市
民
会
館
、
サ
ン
ラ
ッ
ク
お
ぢ
や
、
片
貝
総
合
セ
ン
タ
ー
、

東
山
・
岩
沢
・
真
人
・
川
井
各
住
民
セ
ン
タ
ー
、
ホ
ッ
ト
プ

ラ
ザ
（
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
）、
わ
ん
パ
ー
ク　

※
受
領
証
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
直
接
、
市
役
所
社
会
福

　

祉
課
で
受
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係
�
83
・
3
5

1
7

�http://www.m
eti.go.jp/statistics/
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※気象データは、 小千谷市消防本部速報値です。（観測地：元中子）

お知らせ・健診日程

■まちのうごき（11月30日現在）

人口と世帯数
（　）内は前月比

気象データ　※ 消防本部出動状況 交通事故発生状況

26年11月 過去10年
の平均

26年
1～11月

25年
1～11月

26年
1～11月

25年
1～11月

男 18,625人(－  3) 出生 25人 平均気温 9.3℃ 8.8℃
火災 18件 20件

件数 79件 103件

女 19,017人(－22) 死亡 42人 最高気温 22.5℃ 21.2℃ 死者 1人 1人

合計 37,642人(－25) 転入 64人 最低気温 0.2℃ 0.2℃
救急 1,388件 1,338件

傷者 99人 134人

世帯数 12,723世帯(+14) 転出 72人 降水量月計 300.0㎜ 260.8㎜

日にち
施設名

12月 1月
26日
㈮

27日
㈯

28日
㈰

29日
㈪

30日
㈫

31日
㈬

1日
㈷

2日
㈮

3日
㈯

4日
㈰

5日
㈪

市役所�83-3511

　市民生活課窓口�83-3509 ※
1

　片貝総合センター�84-2026
　東山住民センター�59-2003
　岩沢住民センター�86-2002
　真人住民センター�86-3002
　川井住民センター�89-3155

　住民票交付センター（図書
　館内）�82-2724

健康センター�83-3640

わんパーク�81-7564 ※2

市民会館�82-9111

図書館�82-2724 ※3

総合体育館�83-0077 ※4 ※4

サンプラザ�83-4800

　物産売店（サンプラザ内） ※5 ※6

錦鯉の里�83-2233 ※6

楽集館�82-8282

湯どころちぢみの里�81-1717

※1　12月29日㈪は午前8時30分～正午、住民票（広域交付を除く）、戸籍・印鑑証明書の発行業務のみを行います。
※2　遊具の点検を行うため、午後3時に閉館します。
※3　年末年始の休館中、返却ポストは利用できません。
※4　12月29日㈪・30日㈫、1月2日㈮・3日㈯は、午前9時～午後5時の開館となります。
※5　物産売店については、12月29日㈪は午前9時～午後5時の営業となります。
※6　1月2日㈮・3日㈯は、午前10時～午後4時の営業となります。

年末年始の業務案内 市役所・各施設の年末年始の業務は下表のと
おりです。ご理解とご協力をお願いします。 ■…休業

図書館特別貸し出し
　年末年始休館のため、特別貸し出
しを行います。ぜひご利用ください。
■期間／12月14日㈰～28日㈰
■貸出期間／3週間
■貸出冊数／▷図書：冊数制限なし▷新着図書
　 ･雑誌：5冊以内▷ビデオ ･ DVD ･ 紙芝居：
　2巻以内
■問い合わせ／図書館�82-2724

年末年始のごみ収集
　年末のごみの収集は12月30日㈫までです。12
月31日㈬～1月4日㈰まではごみの収集は行い
ません。新年のごみの収集は1月5日㈪からです。
　処理場へごみを直接持ち込むときの受け入れ
も同じです。受入時間は、平日は午前8時30分
～午後4時、土曜日は午前8時30分～11時です。
■問い合わせ／市民生活課衛生施設係�83-35
　09
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上
正
解
で
認
定
証
交
付
で

し
た
が
、
自
己
採
点
し
た

と
こ
ろ
な
ん
と
か
ク
リ
ア

で
き
そ
う
で
ほ
っ
と
し
て

い
ま
す
。
今
年
も
残
り
あ

と
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
よ
い
お
年
を
お

迎
え
く
だ
さ
い
。
　
　
よ

ご
た
え
が
あ
り
、
4
つ
が

限
界
で
し
た
。
悔
し
い
の

で
次
回
は
朝
食
を
抜
い
て

挑
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ

●
13
ペ
ー
ジ
の
問
題
の
答

は
②
3
3
6
m
で
し
た
。

よ
も
お
ぢ
や
検
定
を
受
け

ま
し
た
。
50
問
中
35
問
以

●
東
山
五
人
杵
搗つ

き
餅
見

学
会
に
お
じ
ゃ
ま
し
ま
し

た
。
搗
き
た
て
の
お
餅
は
、

腰
と
粘
り
が
強
く
甘
み
も

あ
り
、と
て
も
お
い
し
か
っ

た
で
す
。
あ
も
食
べ
放
題

に
参
加
し
ま
し
た
が
、
一

つ
ひ
と
つ
が
大
き
く
食
べ

編
集
室
だ
よ
り

　12月近くの小春日の一日、谷内の池に来ました。
　まだ初雪を見ないせいか、木々は枯葉を多くつけて水面に影を映して
いました。
　ここは静かですが、こないさの夜は、突然市の緊急告知ラジオやテレビ、
おまけに携帯電話までが“大地震、大地震”ドンガラガッタ　ガッチャ
ンと鳴りだして、ぶったまげました。
　小千谷は幸いでしたが、これからも無事であって欲しいもんだのし。

（絵と文は西脇正久さん）

小千谷を描く
No. ４９５

山本山の
谷内の池にて

問　題
　新たに決まった錦鯉の里の2尾のジャ
ンボ鯉の愛称は何と何でしょう？
①「龍

りゅう

」と「ちゃちゃ」
②「虎

と ら

」と「はつ」
③「鶴

つ る

」と「ごう」
（ヒントは15ページ）
■応募先／郵便番号、住所、氏名を明
　記のうえ、次の宛先までお送りくだ
　さい。〶947-8501小千谷市役所
　企画政策課秘書広報係（住所は記載
　不要です）
■締切／12月19日㈮（当日消印有効）

　11月号の答えは②「錦鯉」でした。
抽選の結果、次の方々が当選しました。
　岡村優子さん　　川上幸四郎さん
　西方和子さん

ちぢみの里の利用券が当たる 解答をはがきでお送りください。
正解者の中から、抽選で3人に
ちぢみの里の利用券を贈呈します。
市報おぢやの感想もあると担当は
うれしいのですが…

小千谷地域こころのケア
センターは12月19日㈮
で閉所します             ���

　新潟県精神保健福祉協会小
千谷地域こころのケアセンタ
ーは、中越大震災被災者への
心のケア事業を行うために設
立され、震災後の心の健康づ
くりの啓発普及や健康相談、
うつ・自殺予防のための講演
会などを行ってきました。
　今年で震災10年を迎える
にあたり、12月19日㈮で閉
所します。来年2月末までは
新潟こころのケアセンターで
事業を行います。長い間大変
ありがとうございました。
■問い合わせ／健康センター
　保健係�83-3640


